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陸上貨物運送事業における荷役作業の安全対策ガイドライン

第1目的

1目的

本ガイドラインは、労働安全衛生関係法令等とあいまって、陸上貨物運送事業（以

下「陸運業」という。）の事業者（以下「陸運事業者」という。）の労働者が行う荷

役作業における労働災害を防止するために、陸運事業者及び荷主・配送先・元請事業

者等（以下「荷主等」という。)がそれぞれ取り組むべき事項を具体的に示すことを

目的とする。

2関係者の責務

陸運事業者は、本ガイドラインを指針として、荷役作業における労働災害防止対策

の積極的な推進に努めるものとする。

荷主等は、本ガイドラインを指針として、陸運事業者の労働者が荷主等の事業場で

行う荷役作業における労働災害の防止のために必要な事項の実施に協力するものとす

 る。

荷役作業を行う陸運事業者の労働者は、陸運事業者の指示、荷主等の作業場所にお

ける遵守事項等を守ることにより、荷役作業における労働災害の防止に努めるものと

する。

第2陸運事業者の実施事項

1安全衛生管理体制の確立等

  (1) 荷役災害防止のための担当者の指名

荷役作業における労働災害を防止するための措置を適切に実施する体制を構築す

るため、次の事項を実施すること。

ア安全管理者、安全衛生推進者等から荷役災害防止の担当者を指名し、荷役作業

における労働災害防止のために果たすべき役割、責任及び権限を定め、必要な対

策に取り組ませること。また、それらを労働者に周知すること。

イ指名した荷役災害防止の担当者に対し、荷役災害防止に必要な教育を実施する

こと。

  (2) 安全衛生方針の表明、目標の設定及び計画の作成、実施、評価及び改善

荷役作業における労働災害を防止するための措置を組織的かつ継続的に実施する

ため、次の事項を実施すること。

ア事業場全体の安全意識を高めるため、事業を統括管理する者は、荷役作業にお

ける労働災害防止に関する事項を盛り込んだ安全衛生方針を表明すること。

イ安全衛生方針に基づき、荷役作業における労働災害防止に関する事項を盛り込

んだ安全衛生目標を設定し、当該目標において一定期間に達成すべき到達点を明

らかにするとともに、陸運事業者の労働者及び荷主等に周知すること。

ウ荷役作業について、危険性又は有害性等の調査（以下「リスクアセスメント」

という。）を実施し、その結果に基づいて労働者の危険等を防止するため必要な

措置を講ずること。

ェ安全衛生目標を達成するための具体的な方策として、一定の期間を区切り、次

の事項を含む安全衛生計画を作成するとともに、その計画の実施、評価及び改善
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